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タスク実施支援機能を Graphical User Interface（GUI）として，在宅用 VR-MVFシステムに実装している。さ
らに，慢性疼痛患者の協力を得て，データ収集と医療従事者との情報共有が可能なことを確認するとともに，
データ分析により，痛みや運動の変化を患者へ提示することが治療効果の実感に貢献することを見出してい
る。 
 また，患者が治療を受ける意欲を阻害する要因を，医療従事者へのインタビューから，治療プロセス上の
負担，治療効果実感の困難さ，気分的落ち込みの 3つに整理し，これらの阻害要因を解消するために，Captology
での説得原理の適用を検討している。そして，診察中での医療従事者と慢性疼痛患者の会話を観察して分析
し，患者の気分を高める称賛と，気分を落ち込ませないように不適切な振る舞いの指摘と適切な振る舞いの
指導を行うフィードバックが，患者の治療への取り組みに重要な役割を果たしていることを確認している。
さらに，後者を説諭と定義し，治療への取り組みと類似性のある情報技術学習を対象として，GUI からの称
賛・説諭のメッセージが学習タスクを行うユーザに与える影響を実験的に検討している。その結果，自己効
力感・自律性・インタフェースの印象といった継続に影響する要因を一部向上させること，特に説諭は批判
などと異なり自己効力感や自律性の低下に影響しないことを明らかにしている。 
上記の研究成果は学術的に新規性があり，また GUIを含む遠隔情報共有システムは技術進展にも貢献して
おり，研究の成果は VR-MVFの遠隔実施や患者の治療意欲の維持へ応用されることにより，複合性局所疼痛
症候群の治療効果が向上すると期待され，学位授与に値すると判定される。 
